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非破壊検査法による橋梁下部工の健全度診断

橋梁下部工は地中に基礎を有し、上部工荷重を支える役目を担ってい
ますが、地中に設置された基礎の健全度を直接目で確認するには大掛か
りな調査が必要になります。
また、河川を横断する橋梁では、河床の低下や台風などの豪雨時に洗

掘により支持力が低下することがありますが、被害の状況を直接的に把
握することは困難です。
本手法は、外見からは健全度が判断できない橋梁下部工に対して重錘

で打撃して固有振動数を求め、定量的に健全度を評価します。

 基礎の支持力が低下するなどした場合、構造物の固有振動数が変化することに
着目し、鉄道総研が開発した「IMPACT Ⅳ」を用いて測定した固有振動数か
ら定量的に健全度を判定

IMPACT Ⅳによる健全度診断
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IMPACT Ⅳによる健全度評価の一例
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載荷試験による材料分析

IMPACT Ⅳによる
健全度診断

圧縮強度・静弾性係数測定

構造物振動の測定

鉄道総研開発の調査診断ツール
による健全度診断

高度な試験・分析技術
による材料特性の把握

実際の強度定数

専門家集団によ
る多角的な分析

試験結果に基づく実際の強度
定数による保有性能の把握

構造解析による性能評価

変状要因に応じた的確な
補修・補強方法の提案

系統立てた維持管理手法の提案

構造・地盤・材料の専門家が連携
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